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北海道のおもてなしの言葉 

  橋の老朽化対策として、国道２３７号平取町振内橋の架け替え工事を実施していたところ
です。新橋の完成に伴い、平成２８年７月２０日（水）に道路の切り替えを行いました。 

  新橋は、これまでの橋から約４０ｍ南西側にあり全長１６４ｍ、安全・安心な道路ネットワー
クを確保します。 

◆切り替え前 ◆切り替え後 

振内橋 

至 日高（門別） 至 日高（門別） 

至 富良野 至 富良野 

新橋 



整備イメージ 

室蘭港 

 室蘭港湾事務所は、室蘭市教育委員会が主催する「港・ふるさと体験学習」において、将来、地域の担い手となる小中学生等を対象とした「みなと見学会」を実施しまし
た。本見学会は、室蘭港の役割・機能等を紹介し、港湾事業への理解や親しみを深めることを目的に毎年行われ、今年は市内の小学校８校を対象に６月～８月にかけて実施
されました。見学会では港湾業務艇「みさご」へ乗船。室蘭港内～追直漁港の人工島Ｍランド間を航行、子供達は港の中から普段見ることのできないの施設や風景について、
職員からの説明を受けながら多くのことを学んでいました。                  ※写真は６月２９日に実施された八丁平小学校の見学会の様子です。 

 ７月１８日（月）の海の日に「室蘭港みなと見学会」と「港湾の役割パネル展」を開催しました。「室蘭港みなと見学会」は、港湾業務艇「みさご」によ
る室蘭港の海上見学会で、この日は快晴とはいきませんでしたが受付には行列ができ、４航海とも満員でした。なかには愛知や群馬など遠くからお越しの方
もいらっしゃいました。また、道の駅「みたら室蘭」で開催した「港湾の役割パネル展」では、港湾の役割・機能等を紹介したパネル１６点を展示したほか、
河川、ダム、道路及び農業事業のパネルなども展示、他の社会資本のストック効果がもたらす生産・物流機能と港湾との関わりについても紹介しました。 
当日は３００人近くの来場者があり、港湾・漁港整備等が地域にもたらす効果に理解を深めていただきました。 

「室蘭港みなと見学会」と「港湾の役割パネル展」を開催 

  港・ふるさと体験学習「みなと見学会」を実施   ～地域の小中学生にみなとの役割や機能を紹介～ 

室蘭港湾事務所より 

船内で村田副所長から説明 

快晴の中、船上から普段見ることが出来ない 
風景を楽しむ児童 

 船の計器について説明 

 追直漁港について説明 

みなとのパネル展 

受付には行列 

港湾業務艇「みさご」からの港見学 

他の事業パネル
も展示 
（写真は農業） 

室蘭港みなと見学会 

港湾の役割を 
わかりやすく紹介 

パネル展では、ＮＰＯ法人
北海道みなとの文化振興
機構の方にも手伝ってい
ただきました。 

ボートが気持ち 
  よかったです！！ 


